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伊藤哲夫氏が語る「家族再生への道」 2011/02/19 07:30 

 家族の根本とは何か？ 

  

 産むこと、育てること、ともに成長する 

 こと、看取ること、葬ること、忘れないこと 

 
   日本世論の会（三輪和雄会長）が毎月定例的に開催している「正論の会」が17日、大手町のサンケイプラザ三階で開催されま

した。講師は日本政策研究センターの伊藤哲夫代表。テーマは「政権交代・今こそ政界再編を」というので、正にタイムリーと出か

けてきました。非常に気合いの入った講演会でしたが、私がもっとも印象に残ったのが、見出しにあげた言葉です。 
  
   氏は、「皆さんもそうだと思うが、お子さんは『私が大人になったらお父さん、お母さんの面倒は私が見るよ』といってくれるとき

が必ずあります。この時に、私たちは大丈夫だからお前達は自由に生きろ（私もそうだったので反省している）といってはいけない

のです。これが一番、子どもが目標を失い、生きる力を失うのです。ありがとう、お前を頼りにしているよ、と。これが本当の教育

なんですよ。人間というのは自分の為に生きるというと燃えないのです」などと語っていました。 
  
   これには「ガア～～～ン！」でした。伊藤氏は年齢的には私の一年先輩（昭和22年の団塊の世代）ですが、私もまったく同じ事

を子どもに言っていました。で、その伊藤氏が講演の 後に下の画像に示した 新刊「国家なき日本を問い直す」のブックレット

を手に、是非読んで下さいと凄い迫力で訴えていましたので私も購入してきました。正直、もっと政治や外交、安全保障の話にな

るのかと思っていましたが、確かに大事なテーマですね。以下、その本の一部から抜粋してお届けします。定価500円、64ペー

ジですが皆さん、是非お買い求めの上、ご覧下さい。  
  

 
 熱弁をふるう日本政策研究センターの伊藤哲夫代表。 

  

家族再生への道 

家族を根本に据えた社会政策へ転換せよ 

  
  （前略）しからばどうすべきなのか。氏（日本福祉大学・安宅川佳之教授）の以下の指摘はまさに傾聴に値する。 
  
 「従って、少子化問題を解消するには、利他主義の根源に立ち返って、子どもを産むことの意義を国民全体が根本的に考え直

すことが必要である。ミクロ的には子どもを産まなくても老後を生きていけるようになったが、『社会全体、すなわちマクロ的には

後続世代を育てることによってのみ、先行世代が生きることができる』という動かしがたい事実に国民が目覚める必要がある」

（『家族と福祉の社会経済学』） 
  
 先にも指摘したように、戦後この方、この日本社会の「家族的編成原理」を、「個人」を基本にしたものに改めるということが知識

人たちがめざす 大目標であった。そのためにあらゆる場で「個人」の価値が称揚され、「家族」や「子を産むこと」を強調すること

があたかも個人の内面への干渉であったり、差別ででもあるかのようを言説が展開されてきたのである。そしてその結果が、ここ

に見てきたような現実であった。 
  
 しかし、このような流れにはそろそろ終止符が打たれるべきなのではなかろうか。単身世帯急増の問題にしても、あるいは少子

化の問題にしても、要はここに見てきたような現実、つまり「家族」という基本に立ち返らなければ本当の解決はあり得ず、と同時

に、この本当の解決がなければ、この日本社会は崩壊し、いずれは日本社会の消滅ともいうべき急激な人口減の坂道を転げ落

ちていかなければならないと考えるからである。 
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 日本政策研究センターの新刊ブックレットです。（画像クリックでHPへ） 

   
   その意味で、筆者がまず何よりも急務だと考えるのは「家族」の復権である。まず国家があらゆる社会政策の根本に家族とい

うものを位置づけることが必要だということだ。社会政策の第一の目的は家族の意義を称揚し、それを支援するものではあって

も、断じてその機能を国家が代替する、といったものであってはならないのだ。  
  
   家族をもたない者へのそれなりの対策は必要だとしても、家族の機能を国家が代替することが社会保障のまず第一の目的だ

ということになれば、国民はそれに安住し、自ら進んで家族の一員としての役割を果たそうとはしなくなろう。それをまず阻止する

ことが重要なのだ。 
  
 単身世帯急増の背景には様々な要因が考えられる。しかし、要は家族を人生の第一義の目的と考えなくなったがゆえに、この

ような現実が起こっているのではなかろうか。望んでそうなったのではないという反論もあるにしても、やはり家族よりも個人の自

由へのこだわりを優先したケースが多いと考えるからだ。 
  
 しかし、そこには家族に縛られない自由があることは事実としても、先に指摘した「産むこと、育てること、ともに成長すること、看

取ること、葬ること、忘れないこと」といった人間としてのもう一つの存在の意味・目的は見出し得ない。とはいえ、これこそが人生

にとっての第一義の価値ではないのだろうか。 
    

 
 二月の「正論の会」もご覧のように会場一杯の盛況でした。 

  
   とすれば、国家はその社会政策のまず第一に「家族」を位置づけるべきなのである。現実は逆に、夫婦別姓にしろ、非嫡出子

への相続差別の廃止にしろ、あるいは扶養控除や配偶者控除の廃止に向けた税制見直しの方向性にしろ、ともかくこの家族の

存在を弱め、否定する方向に向かっている。であるならば、この流れを断固阻止するとともに、方向性を一八〇度変えていくこと
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が求められるのだ。 
  
   そのためには、まず教育の場でこれを教えることが求められるが、それと同時に施設に頼らず、むしろ自らの手で親を介護し

ようとしている家族を支援したり、保育所に頼らず、自ら子供を育てようとしている母親を支援するといった、これまでのやり方の

逆をいく政策も考えられるのではなかろうか。  
  
   そして何よりも、子供を多く産み育てることにより、この日本社会の将来に力を与えてくれようとしている「多子家族」を、もっと

本格的に評価し、応援する政策といったものも必要となるのではないか。 
  
 もちろん、ここでも触れた目前の問題しか見ない単身世帯対策や少子化対策の見直しも必要であろう。前者では現に起こって

いる単身者の孤立化への対処ばかりが強調されるが、もっと大切なのはもっと長期的な単身世帯をこれ以上増やさないための

対策であり、後者では働く女性の仕事と育児への「両立支援策」という特殊な政策だけでなく、少子化阻止へ向けて、子供を実際

に増やしていくための実効ある対策がむしろ求められるからだ。 
  
 いずれにしても、「家族」こそがカギであり、一日も早い発想の転換が必要であることをここでは強調したい。 
                                （国家なき日本を問い直す P35-P38） 
  

----------------------------------------------------------------------- 

昭和天皇 御製 

  
   東京神社本庁では毎月「生命の言葉」を各神社で参拝した人に配布していますが、二月分がこの歌でした。数ある昭和天皇の

お歌のなかでも一番好きな「御製」です。これをテーマにエントリーを考えていたのですが、時間がどんどん過ぎてしまいましたの

で、とりあえず画像だけでもお届けします。敗戦直後の昭和21年、新年歌会始の御製です。 
  

----------------------------------------------------------------------- 
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タグ： 日本世論の会  正論の会  三輪和雄  伊藤哲夫  日本政策研究センター  国家なき日本を問い直す  家族再生への道

  少子化  子どもを増やす   

次は ない！ 

 
 産経新聞1月19日1面の記事スキャン画像（クリックでネット記事） 

  
  

 

 

 
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(28) 

コメント(28) 

コメントを書く場合はログインしてください。 
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2011/02/19 09:00Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース シー・シェパードの妨害で調査捕鯨中止  

 
鹿野農水相「乗組員の生命守る」  

 
 米国の反捕鯨団体「シー・シェパード（ＳＳ）」が日本の南極海調査捕鯨に対し妨害を続

けている問題で、農林水産省は１８日、今期の調査を中断し、船団を帰国させることを決

めた。閣議後の会見で鹿野道彦農水相が明らかにした。「乗組員の生命の安全を守る」

のが理由という。ＳＳの妨害で調査捕鯨が中断になるのは初めて。 

 
 今期の妨害は１月上旬に始まり、今月９日には、オーストラリア船籍の抗議船「ゴジラ

号」が船団の母船「日新丸」に異常接近。発煙筒や発光弾、発火した落下傘信号弾など

を発射。日新丸の甲板の一部が焼けるなど被害が出た。 

 
 日新丸に対し、現在も抗議船の追尾が続いており、乗組員の安全が脅かされている状

態が続いているという。ＳＳの過激な妨害について、日本政府は豪州に被害届を出した。

（後略） 

 
http://sankei.jp.msn.com/economy/news/110218/biz11021810580010-n
1.ht 
 
・怒りが爆発です。  

 

2011/02/19 09:17

Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド 在日特権を許さない市民の会 

 
２月２０日（日） 

全国一斉 竹島奪還デモ行進 in FUKUOKA 【福岡支部】  
全国一斉竹島奪還デモ行進 in TOKYO 【東京支部】  
全国一斉 竹島奪還デモ行進 in SAPPORO 【北海道支部】  
全国一斉 竹島奪還デモ行進 in NAGOYA 【愛知支部】  
竹島を返せ！デモ 【大阪支部】  

 
２月２２日（火） 
２・２２ 竹島の日 竹島奪還デモ行進 ＆ 街宣 【島根支部】  
『竹島の日』 韓国領事館前抗議街宣 【奈良支部】  

 
＜生中継ＵＲＬ＞ 
平成２３年２月２０日（日） 

 
１３：００から中継予定＜福岡支部＞ 

http://live.nicovideo.jp/gate/lv40369058  
 
１３：３０から中継予定＜東京支部＞ 

http://live.nicovideo.jp/gate/lv40332322  
 
１４：００から中継予定＜北海道支部＞ 

http://live.nicovideo.jp/gate/lv40383448  
 
１７：００から中継予定＜愛知支部＞ 

http://live.nicovideo.jp/gate/lv40344460  
 
平成２３年２月２２日（火） 
１３：００から中継予定＜島根支部＞ 

http://live.nicovideo.jp/gate/lv40524794  

 

2011/02/19 09:51Commented by causal さん 

・ニュース シー・シェパードの妨害で調査捕鯨中止  

 
クジラの命を救いたい。-鳩の文字のつくアホが何の命を守りたいのか知らないが絶叫し

ていましたね。思い出しました。P.ワトソンも偽善者で 
あります。 
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カナダの捕鯨船がどの海域で捕鯨をしているのか知りませんがシー・シェパードが妨害し

た処、近くを航行していたカナダの沿海警備艇に逮捕されその後彼らはカナダへの妨害

活動はやらなくなったそうな。 

 
捕鯨国のアメリカ(アラスカ)・カナダ・ロシアの抗議は彼らはしていません。腰抜けだから

です。彼らのターケーットは日本のみ。 

 
腰抜けのシーシェパードに白旗をあげるだと。ふざけるな!! 

2011/02/19 10:15Commented by 花うさぎ さん 

To causalさん おはようございます。 
 
>腰抜けのシーシェパードに白旗をあげるだと。ふざけるな!! 
 
同感です。何故、武装した海上保安官を複数同行して、妨害艇を狙撃しないのか訳が分

かりません。 

 
カナダはこれをやってから一度も襲撃されていません。  

 

2011/02/19 10:18Commented by しばりょう さん 

To 花うさぎさん  
>・ニュース シー・シェパードの妨害で調査捕鯨中止  
> 
>鹿野農水相「乗組員の生命守る」  
> 
> 米国の反捕鯨団体「シー・シェパード（ＳＳ）」が日本の南極海調査捕鯨に対し妨害を

続けている問題で、農林水産省は１８日、今期の調査を中断し、船団を帰国させることを

決めた。閣議後の会見で鹿野道彦農水相が明らかにした。「乗組員の生命の安全を守

る」のが理由という。ＳＳの妨害で調査捕鯨が中断になるのは初めて。 

> 
> 今期の妨害は１月上旬に始まり、今月９日には、オーストラリア船籍の抗議船「ゴジラ

号」が船団の母船「日新丸」に異常接近。発煙筒や発光弾、発火した落下傘信号弾など

を発射。日新丸の甲板の一部が焼けるなど被害が出た。 

> 
> 日新丸に対し、現在も抗議船の追尾が続いており、乗組員の安全が脅かされている

状態が続いているという。ＳＳの過激な妨害について、日本政府は豪州に被害届を出し

た。（後略） 

> 
>http://sankei.jp.msn.com/economy/news/110218/biz1102181058001
0-n1.ht 
> 
>・怒りが爆発です。 
 
日本人の命が危ないなら、正当防衛で 
自衛隊で撃沈すればいのです。 
外交、国防能力ゼロ内閣。早く崩壊せよ。  

 

2011/02/19 10:25Commented by kasm さん 

花うさぎさん、おはようございます。 
ブログ更新いつもお疲れ様です。 

 
家族の問題、無論、個人として充実した生涯を送りたい人もいますが、結婚したいけどで

きない人が増えているのは問題でしょうね。 
実は私も単身者ですので、あまりどうのこうのとは言えないのですが、やはり自分の家庭

を築くこと、子どもを産んで育てることというのは、母や友人の話を聞く限り、かなり大変な

ことではあると思います。 
それゆえ、家庭を持とうと言う人には、それなりの覚悟が必要になるとは思うのですが、そ

れを安易にとらえている人が多いようにも感じられます。 
子ども手当などは、正にそのスキを突いたものでしょうね。 
子供を育てる両親の手助けをする政策ならまだしも、国家が子供を育てる、子供は国家

に恩を感じろ的な、社会主義的政策の典型ですから。 
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それから民主党内のぐだぐだ、麻生政権時にあれだけ解散を迫ったメディアは、一体今

何をやっているのでしょうか？ 
聞くところによると、仙谷氏が菅氏のクビと引き換えに、公明党に協力を迫ったとか何と

か。仙谷氏も派手に自爆行為をなさるものです（苦笑） 
もはや政党としての体をなさない党は、即刻解体するべきでしょう。 
解体と解散が同時に来てほしいものです。もし民主党がしぶとく（と言うより無理矢理）生

き残ったとしても、どうか次の衆院選では少数派にとどまりますように。 

 
シーシェパードは、裏に統一教会がついているとも言われていますね。 
要は、反捕鯨団体でも環境保護団体でもなく、単なる反日団体なのですね。その「反日団

体」にあっけなく白旗を振るところが如何にも民主党政権です。捕鯨調査船に、海保でも

同行させて、相手が攻撃して来たら、こちらも応戦してはどうかと言いたくなります。 

 

2011/02/19 10:55

Commented by kasm さん 

連投失礼します。 
サーチナネタですが、中国関連の記事でこう言うのがありました。 

 
http://news.searchina.ne.jp/disp.cgi?y=2011&d=0218&f=national_0218
_061.shtml 
中国に抜かれた日本が「今後もわが国を援助すべき理由」＝香港紙 
（一部抜粋） 
記事によると、「中国のＧＤＰは日本を超えたとはいえ、1人当たりのＧＤＰは日本の10分

の1である。いまだ多くの庶民が貧困状態にあるわが国は、典型的な発展途上国である」

と主張、日本は「道義上の義務」から引き続き援助すべきだと主張した。 

 
また、「中国をはじめとする中央アジアの砂漠から飛来する黄砂は、日本にも大きな被害

をもたらしているが、わが国の環境整備は日本の環境保護にかかわる重要な問題である

ため、援助を続けるべきだ」とも指摘した。 

 
さらに、日中の歴史問題にふれ、日本は第2次世界大戦で中国に大きな被害を負わせた

にもかかわらず、中国は巨額の賠償金を要求しなかったと主張し、「1979年から始まっ

た中国援助は、日本の賠償の1つと見ている中国人が多くいる。日本が援助を停止すれ

ば、一部の中国人の感情を傷つけることになるだろう」とコメントした。 
（引用終わり） 

 
日本ではこういうのは「援助」と言わず、「たかり」と言うのですが^^; 
 

 

2011/02/19 12:27Commented by ef5861ja さん 

花うさぎ様 

 
本日のエントリーですが、伊藤哲夫氏のお話は、非常に重要な点を指摘していると思いま

す。日本は、戦後「家族の崩壊」が進むような施策が取り入れられてきました。ちなみに昔

の方が今よりも貧しかったですが、結婚している方が多かったですよね。ですから、必ず

しも景気の問題だけではないと思います。家族に対する価値観の崩壊が原因のような気

がしてなりません。 
花うさぎ様もご存じかもしれませんが、意外と欧米では家族という単位がしっかりとしてい

ます。家族揃って長期の夏休みを楽しそうにとっている姿も見かけます（家庭サービスと

いう言葉はありません）。その中で、子どもはお父さんやお母さんのすばらしさを再認識す

ることもあるようです。 

 
なお、シーシェパードの問題ですが、マスコミは表層的な報道しかしてないようです。一部

には、シーシェパードが基地としているオーストラリアに強制捜査をさせることの引き替え

条件に、調査捕鯨中止を差し出したという話もあります。 

 
実力行使は逆効果になるでしょう（彼らは気をつけないと、仲間を殺して、日本人に殺され

たとか言い出しかねません）。 

 
ただ、私個人としては、オーストラリアには牛肉輸入継続の条件にシーシェパード逮捕（国

外追放）を要求してもらいたいものです。 
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ところで、シーシェパードは「商売」でやっており、日本を叩くとスポンサーから莫大な資金

が入ります。そのスポンサーは公開されているので、日本で大々的な不買運動を行うこと

も大切かもしれません。 

 
長文、失礼しました。  

2011/02/19 12:28Commented by 20a5911 さん 

自民党が政権取り替えしたら、「家族再生・地域の絆再生基本計画」なんて 
プロジェクトを作って欲しいです。 

 
「男女共同参画基本計画」なんてしょうもないものに対抗してね。ガッポガッポ予算をぶん

どって欲しいです。 

 
まあ、自民党の中にも家族解体を望む変な議員は多いんだけど……。  

 

2011/02/19 13:16Commented by エーリヒ・ハルトマン さん 

ef5861jaさん、こんにちは。  
 
そのシーシェパードの(笑)、スポンサーとやらは(蔑) 
 
何者ですかm9(^Д^)？  

 

2011/02/19 15:06Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん こんにちは。 
 
>日本人の命が危ないなら、正当防衛で 
>自衛隊で撃沈すればいのです。 
 
大賛成です。自国民を守るのは世界共通ですから。 

 
>外交、国防能力ゼロ内閣。早く崩壊せよ。 
 
もう本当に見ていられないですね。血圧が上がる話ばっかりです、この政権がやること

は。 

 

2011/02/19 15:13Commented by 花うさぎ さん 

To kasmさん こんにちは。 
 
>自分の家庭を築くこと、子どもを産んで育てることというのは、母や友人の話を聞く限

り、かなり大変なことではあると思います。 

 
はい。良く孫が泊まりがけで遊びに来ますが、それはもうお母さんは大変です。子ども夫

婦がゆっくり食事も出来ない、というのが実態でしょう。 

 
>子供を育てる両親の手助けをする政策ならまだしも、国家が子供を育てる、子供は国

家に恩を感じろ的な、社会主義的政策の典型ですから。 

 
子どもは社会が育てると、討論番組に出る政治家がよく言いますが、これに異議あり「子

どもは親、家族が育てるものだ」と声を上げる人がいないのが不思議でなりません。 

 
>仙谷氏が菅氏のクビと引き換えに、公明党に協力を迫ったとか何とか。仙谷氏も派手に

自爆行為をなさるものです（苦笑） 

 
菅の了承も取らずに勝手にやったのでしょうね(^^； 
 
>どうか次の衆院選では少数派にとどまりますように。 
 
出来れば50人くらいにまで減りませんかね。連合にも見放され、とかで。 
 
>捕鯨調査船に、海保でも同行させて、相手が攻撃して来たら、こちらも応戦してはどうか

と言いたくなります。 

 
御意！。余りにも情けなくて涙が出そうです。  
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2011/02/19 15:17Commented by 花うさぎ さん 

To ef5861jaさん こんにちは。 
 
>家族に対する価値観の崩壊が原因のような気がしてなりません。 
 
それが「ズバリ！」でしょう。 

 
>意外と欧米では家族という単位がしっかりとしています。 
 
ひょっとしたら日本が一番おかしくなっているかも知れませんね。 

 
＞シーシェパードが基地としているオーストラリアに強制捜査をさせることの引き替え条件

に、調査捕鯨中止を差し出したという話もあります。 

 
おっと、出来ればソースを教えて下さい。 

 
>そのスポンサーは公開されているので、日本で大々的な不買運動を行うことも大切かも

しれません。 

 
なるほど。まさか日本で商売している企業はないでしょうね？  

 

2011/02/19 15:19Commented by 花うさぎ さん 

To 20a5911さん こんにちは。 
 
>自民党が政権取り替えしたら、「家族再生・地域の絆再生基本計画」なんてプロジェクト

を作って欲しいです。 

 
はい。西川京子さんとか山谷えりこさんなどが適任でしょう。 

 
>まあ、自民党の中にも家族解体を望む変な議員は多いんだけど……。 
 
野田聖子議員って、違和感を感じるのですが？ 

 

2011/02/19 15:21Commented by dadada さん 

こんにちは 

 
家族といえば、母親を殺害した引きこもりの男性がいましたが 

 
実はこの人は電磁波犯罪被害者だったそうです。 

 
私のブログに彼のホームページを載せました。 

 
よかったら見に来てください。 

 
電磁波で人を攻撃的にすることもできるので、それをやられたかもしれません。  

 

2011/02/19 15:29Commented by causal さん 

花うさぎさん、こんにちは。 
「高い相続税、また民法の遺留分制度で親の面倒を看なくなる。」 

 
昔の様に子供の一人が土地や建物などの財産をそのまま相続出来るので 
あれば「親を引き取り、親の面倒を看る。」と言うことがあっても良いと 
思います。特に民法の遺留分制度はGHQが日本弱体化の為、日本の伝統的な 
家制度を破壊する目的で導入されました。 
民主党はGHQの上を行く国家解体・中国の属国化を目論んでおります。 
 
出来もしない事をやると言って政権を奪った民主党は政党ではなく 
詐欺師の犯罪者集団であります。泥棒が警官を務めているのと同じです。 

 
この詐欺師の犯罪者集団を削除した暁には、憲法はもちろんのこと 
GHQの作った民法も数多く改正しなければなりませんね。 
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 2011/02/19 15:44

Commented by 花うさぎ さん 

To dadadaさん こんにちは。  
 
>家族といえば、母親を殺害した引きこもりの男性がいましたが 

>実はこの人は電磁波犯罪被害者だったそうです。 
 
へえ～、本当ですか？ 

 
>電磁波で人を攻撃的にすることもできるので、それをやられたかもしれません。 
 
そうなんですか？拝見にあがります(--)。 

 

2011/02/19 15:46

Commented by 花うさぎ さん 

To causalさん こんにちは。 
 
>民主党はGHQの上を行く国家解体・中国の属国化を目論んでおります。 

 
実感しますね。 

 
>泥棒が警官を務めているのと同じです。 
 
上手い表現ですね(^^)。 
 
>憲法はもちろんのことGHQの作った民法も数多く改正しなければなりませんね。 
 
いよいよ「現行憲法無効論」の出番ですかね。  

 

2011/02/19 15:46

Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース２ 

 
鳩山氏「あいつが悪い。こいつを追い出せではだめ」 

 
 民主党の鳩山由紀夫前首相は１９日午後、北海道登別市での後援会会合であいさつ

し、菅直人首相の退陣論が強まっていることを念頭に「新聞をにぎわせるような状況にな

ってしまったが、決して民主党を崩してはならない」と述べ、挙党一致体制の構築が急務

だとの認識を示した。 

 
 同時に「あいつが悪い。こいつを追い出せばまた信頼を取り戻せるに違いないといった

安易な発想ではいけない」と強調。小沢一郎元代表の党員資格停止処分を主導する首

相や岡田克也幹事長らを批判した。 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/news/110219/stt11021914220010-n1.
htm 
 
・あいつではなくて鳩山由起夫、一番悪いのはあんただ！  

 

2011/02/19 15:49Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース３ 日本尊敬され続ける、くじけるな…シンガポール 

 
 【シンガポール＝岡崎哲】「日本人はくじけてはならない」――。 
 シンガポールの有力紙ストレーツ・タイムズ（１７日付）は、日本が技術革新を続け、優れ

た製品やサービスを生み続ける限り、「今後もずっと尊敬される国であり続ける」との東京

特派員のコラムを掲載した。 

 
 コラムでは、「ＧＤＰの順位だけで国の全体像は語れない」と指摘した上で、世界の音楽

界 高の栄誉とされるグラミー賞を日本人４人が同時受賞したことに触れ、「音楽でも経

済でも日本がこの先見限られることはないと思い知らせた」と評価した。 

 
 そして「世界レベルの成果」を生む要因として、勤勉さや仕事への誇り、秩序感覚など数

字では表せない日本の国民性をあげた。 
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http://www.yomiuri.co.jp/world/news/20110218-OYT1T01110.htm?from
=main4 
 
・日本のあまりの体たらくにシンガポールから慰めのエールが(^^；。  

2011/02/19 19:04

Commented by katachi さん 

日本に合った憲法作りと法律を作ることが大事です。 
他人から他人の都合によって、日本民族弱体化に導くような法は、全て見直し

をすれば良い。 
何故見直しが出来ないのか？誰が何のために反対するのか？今度の選挙の争点にして

欲しい。  

 

2011/02/19 20:07

Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんばんは。  
 
>何故見直しが出来ないのか？誰が何のために反対するのか？今度の選挙

の争点にして欲しい。 

 
すべてはここから、ですね。 

 
次のエントリーは憲法関連の話題の予定です(^^)。 

 

2011/02/19 20:48Commented by しばりょう さん 

To 花うさぎさん  
>To katachiさん こんばんは。  
> 
>>何故見直しが出来ないのか？誰が何のために反対するのか？今度の選挙の争点に

して欲しい。 

> 
>すべてはここから、ですね。 
> 
>次のエントリーは憲法関連の話題の予定です(^^)。 
 
桜井さんが 言っていました。 
民主主義のルールは どちらが 過半数を取るかなんですね。 
選挙小選挙区でも、１票でも多いほうが、当選なわけです。 
憲法改正に３分の2の賛成なんて 永久にできません。 
今民主党が、行き詰っているのも、衆議院の３分の２の壁なんですね。 
花うさぎ様がよく言われる 現憲法無効論が、現実的ですね。 
花うさぎ様の次回エントリー期待しています。  

 

2011/02/19 22:17Commented by naughtysay さん 

シーシェパードの悪辣な「攻撃」に屈するとは・・・。 
無理が通れば道理が引っ込むで今後の展開に良くない影響が及びそうですね。   戦う

事を避ける国は今後もなにかにつけ無理難題を吹っ掛けられる事になるという事に思い

至らないのでしょうか？。 
それにしても随分と早く白旗を上げてしまいましたねあの「鹿野」とかいう農水大臣は。  

これはその昔「人命は地球より重い」とか訳の分らない理由で赤軍派を釈放し、且つ億単

位の大金を手土産として与えたという「愚挙」以来の世界的な笑い物になりそうな人物で

すね。 

 
発表してしまったので・・・。 う～～～ん。 

 
でも時期調査捕鯨は絶対に行うべきであり、「自己防衛」のために自衛隊艦船を派遣し保

護に努めてもらいたいですな～。 
万が一、「公海上」で奴らが狼藉に及んだら断固として打ち払ってでも捕鯨は続けたいも

のです。 

 
これは単に「捕鯨」云々の問題ではなく、明らかに我が日本国に敵意を抱き続けて来てい

る或る勢力の形を変えた動きですから・・・。 
はっきり言って第二次世界大戦前の米国・加州での反日・排日運動の「残党」の怨念が籠

っているような動きだと考えます。 
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ところで、どうもオランダは日本との付き合いが古い割には米国の「オランダ系移民」は根

性が悪く日本人排斥運動を率先して主導した前科がありますね。 

 
後に、あのインターポールに指名手配中の「ポール・ワトソン」とかいう人物（ＳＳ会長）

はなぜ堂々と新聞紙上に出てコメントなど出来るのでしょうか？。 
やっぱり「み～～んなグル」だからなんでしょうかね～～？。  

2011/02/19 23:59

Commented by katachi さん 

戦後から日本民族を封じ込めようとする特亜・ロシア・アメリカは日本の何が怖

いのか?何を恐れているのか？を日本人は、知る必要がある。 
それを知らずして外交をしても、日本人はまだ目覚めていない事を、相手にチ

ェックされるだけで、交渉が相手の思うつぼに嵌まるだけ、目覚めると怖い日本を利用し

てそれを逆手に使う方法もあると思うのだが、如何だろうか。 

 
日本外交は、間抜けな行動だけが際立って伝わって来るが、相手が恐れているならもう

少しクレバーな外交があってもいいのではないか？ 
それが何故出来ないのか？日本にどんな弱味があるのか？ 
自虐史観だけが原因の要素か? 
 
恐れの要因はなんだろう?高度な科学技術?武器等の完成度の高さ？軍隊の一致団結

力？敵に回せば手強い？嘗ての戦争体験が尾を引いている？等かな？ 
それにしては、今の政治力は幼すぎるくらい幼い。 
何とかなら無いものか? 
 

 

2011/02/20 07:16Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん おはようございます。  
 
>花うさぎ様がよく言われる 現憲法無効論が、現実的ですね。 
 
無効であることは間違いないですよ。ハーグ陸戦条約に違反していることは明白ですか

ら。 

 
ただ、それを「大事」にしてきた日本の方がおかしいだけで。 

 

 

2011/02/20 07:19Commented by 花うさぎ さん 

To naughtysayさん おはようございます。 
 
>これは単に「捕鯨」云々の問題ではなく、明らかに我が日本国に敵意を抱き続けて来て

いる或る勢力の形を変えた動きですから・・・。 

 
そうなんですよ。で、現政権はそれを歓迎している、と言う反日内閣です。 

 
>「ポール・ワトソン」とかいう人物（ＳＳ会長）はなぜ堂々と新聞紙上に出てコメントなど出

来るのでしょうか？。 

 
割れこそは正義の味方、国際世論は圧倒的に我々の行動を支持している、だからもっと

金振り込め、と言うことでしょう(^^；。  

 

2011/02/20 07:23Commented by 花うさぎ さん 

To katachiさん こんにちは。  
 
>自虐史観だけが原因の要素か? 
 
戦後65年、左翼思想、「日本は悪かった」を教え続けてきた日教組の成果が「いま、花開

いている」のだと思います。 

 
>何とかなら無いものか? 
 
まず、民主党政権打倒、次に「ゆるゆる保守」、仕上げに「真性保守」でリレー出来れば、

まだギリギリで間に合うでしょう。  
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